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動物用血液凝固分析装置 COAGシリーズ用 APTT試薬の変更 

およびサンプリングチューブ価格改定のご案内 

 

 

拝啓 時下ますますご盛栄のこととお慶び申し上げます。 

平素は格別のお引立てを賜り、厚く御礼申し上げます。 

この度、富士フイルム和光純薬株式会社より血液凝固分析装置 COAG シリーズ用 APTT 試薬について、原

料の生産終了に伴うドライヘマト APTT 動物用（以下 APTT）の販売終了、および後継品ドライヘマト APTT-

2 動物用（以下 APTT-2）の販売開始についてお知らせがございましたので、下記の通りご案内申し上げ

ます。 

また、ザルスタット株式会社よりサンプリングチューブ（1000 本入）の価格改定のお知らせがございま

したので、併せてご案内申し上げます。 

  

敬具 

記 

 

1. 価格改定・製品切替時期 

2023年 8月 1日（火）納品分より 

 

2. 価格改定内容 

商品コード 
商品名 

JAN コード 
希望小売価格 

規格 改定前 改定後 

418000196 
ドライヘマト APTT(動物用) 

4987481155954 25,000 販売終了 
DRIHEMATO APTT 50 枚入(動物用) 

418000564 
ドライヘマト APTT-2(動物用) 

4987481156166 - 27,000 
DRIHEMATO APTT-2 50 枚入(動物用) 

417009385 
1.5ML ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞﾁｭｰﾌﾞ 1000 本 

4582241659637 3,000 4,900 
1.5ML ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞﾁｭｰﾌﾞ 1000本 

※1.5ML ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞﾁｭｰﾌﾞ 100 本につきましては、価格の変更はございません。 

 

 

 

 



3. COAGシリーズ用 APTT試薬 詳細 

1) 製品変更情報 

 従来品（APTT） 後継品（APTT-2） 

商品コード 418000196 418000564 

商品名 ドライヘマト APTT 動物用 ドライヘマト APTT-2 動物用 

規格 DRIHEMATO APTT 50枚入(動物用) DRIHEMATO APTT-2 50枚入(動物用) 

JANコード 4987481155954 4987481156166 

薬事情報 3動薬第 2667号 4動薬第 328号 

薬事分類 動物用体外診断用医薬品 動物用体外診断用医薬品 

外装パッケージ   

希望小売価格 25,000円 27,000円 

 

2) 従来品と後継品との相関性 

①  イヌ検体 

後継品（APTT-2）の凝固時間は、従来品（APTT）と有意な相関を示します。そのため、従来品

と同様にご使用いただけます。 

②  ネコ検体 

後継品（APTT-2）の凝固時間は、従来品（APTT）と有意な相関を示します。しかし、犬と比べ

ると「ばらつき」を認めます。この「ばらつき」について、現在、解析を進めています。従来

品との相関性が認められることから、従来品と同様にご使用下さい。 

データ等の詳細につきましては、添付の別紙 1ご参照ください。 

 

3) コントロール血漿動物用の APTT-2参考値について 

別紙 2をご参照ください。 

 

＜検査・データに関するお問い合わせ先＞ 

富士フイルム和光純薬株式会社 臨床検査薬 カスタマーサポートセンター 

0120-125-106   03-3270-9134 （ダイヤルイン） 

 

＜販売・価格に関するお問い合わせ先＞ 

富士フイルム VETシステムズ株式会社 営業推進部 IVD推進グループ   

0422-26-7129 

以上 



＜別紙 1＞ 

後継品「ドライヘマト APTT-2 動物用」について 

 

1. 後継品（ドライヘマト APTT-2 動物用）と従来品（ドライヘマト APTT 動物用）との相関性 

1) イヌ検体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イヌ検体の測定において、ドライヘマト APTT-2 動物用は、ドライヘマト APTT 動物用と相関

を示します。（相関係数：0.813, p < 0.001）。 

 

2) ネコ検体 

 

 

 

 
 
 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

ネコ検体の測定において、ドライヘマト APTT-2 動物用は従来品のドライヘマト APTT 動物

用と相関を示しますが、犬と比べると「ばらつき」を認めます。（相関係数：0.536, p < 0.001）。 

 

 

n = 97 

y= 0.942x + 1.04 

r= 0.813 

p < 0.001 

 

n = 236 

y= 1.610x -8.170 

r= 0.536 

p < 0.001 

 



2. 「ドライヘマト APTT-2 動物用」の参考基準範囲について 

現行の参考基準範囲を採用します。 

イヌ検体の参考基準範囲：13.7～25.6 秒 

ネコ検体の参考基準範囲：21.6～58.8 秒 

 

3. 従来品「ドライヘマト APTT 動物用」からの変更点 

APTT 試薬は、主として接触因子（血液凝固第Ⅺ因子、第Ⅻ因子、高分子量キニノゲン、プレ

カリクレイン）を活性化する成分（活性化剤：エラグ酸、シリカ等）とリン脂質（ウサギ等の生

物由来、合成品等）から成ります。これまでご使用いただいておりました「ドライヘマト APTT 

動物用」は活性化成分（活性化剤）にシリカ、リン脂質にウサギ脳由来セファリンを用いており

ましたが、製造元の都合によりどちらも生産が終了しました。このため、従来品と異なる製造元

のシリカ、ウサギ脳由来セファリンを原料とした「ドライヘマト APTT-2 動物用」を後継品と

して販売いたします。 

APTT 試薬は、活性化剤とリン脂質の種類によって多くの種類が販売されています。活性化

剤とリン脂質の違いにより試薬によって凝固因子活性に対する感度が異なるため、凝固時間に

差が生じることが知られています 1)。したがって、APTT は、人医療域でも標準化が難しいとさ

れている検査です。さらに獣医療域では、検査対象となる動物種が一種類ではないという特殊な

状況があります。これらのことから、「ドライヘマト APTT-2 動物用」（後継品）は、1.のとお

りイヌとネコで従来品との相関性に相違が生じております。 

 

4. その他（今後の予定など） 

1) ネコ検体における後継品と従来品との「ばらつき」（上記）について、現在、解析を進めてお

ります。APTT 試薬原料の変更に伴う「ドライヘマト APTT-2 動物用」（後継品）の特性に

ついて，詳細な解析を進めており、今後、参考基準範囲についても再評価する予定です。 

 

2) APTT は内因系経路と共通経路の凝固因子の異常を診断する検査です。参考基準範囲よりも

延長していた場合には、他のスクリーニング検査項目（プロトロンビン時間や血漿フィブリノ

ゲン濃度など）の結果とともに総合的に判断し、精密検査による診断が必要となります。 

 

5. 引用文献 

1) APTT の現状と標準化に向けた課題．山﨑哲，鈴木典子，後藤宏実，高山成伸．生物試料分析

32:365-370，2009． 

 

 

【お問い合わせ先】 

富士フイルム和光純薬株式会社 臨床検査薬 カスタマーサポートセンター 

0120-125-106  

03-3270-9134 （ダイヤルイン） 

 

 



＜別紙 2＞ 

 

ドライヘマト APTT-2動物用の販売開始に伴い、コントロール血漿動物用の出荷済ロットについて、ドラ

イヘマト APTT-2動物用試薬で測定した場合の参考値および参考値の範囲を下記の通りお知らせいたしま

す。尚、2023年 7月以降に出荷するコントロール血漿につきましては、APTT-2参考値と参考範囲の情報

を製品に添付いたします。 

 

 

対象製品 

製品コード 製品名 JANコード 

418000201 コントロール血漿 レベル 1 動物用 4987481155978 

418000202 コントロール血漿 レベル 2 動物用 4987481155985 

418000203 コントロール血漿 レベル 3 動物用 4987481155992 

 

APTT-2動物用参考値および参考値の範囲 

コントロール血漿 

動物用 
Lot番号 使用期限 

APTT-2参考値

（秒） 

参考値の範囲 

（秒） 

レベル 1 

191 2023/11/30 18.3 16.5 – 20.1 

198 2024/4/30 18.3 16.5 – 20.1 

205 2024/11/30 18.3 16.5 – 20.1 

209 2024/12/31 18.3 16.5 – 20.1 

210 2025/1/31 18.3 16.5 – 20.1 

212 2025/2/28 23.3 21.0 – 25.6 

215 2025/04/30 23.3 21.0 – 25.6 

レベル 2 

159 2023/6/30 30.8 26.2 – 35.4 

167 2024/5/31 30.8 26.2 – 35.4 

173 2024/12/31 37.0 31.5 – 42.6 

174 2025/1/31 32.9 28.0 – 37.8 

176 2025/2/28 32.9 28.0 – 37.8 

178 2025/04/30 32.9 28.0 – 37.8 

レベル 3 

122 2023/5/31 50.2 40.2 – 60.0 

132 2024/12/31 50.2 40.2 – 60.0 

135 2025/04/30 47.3 37.8 – 56.8 

 以上 

 


